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NEC Express 5800シリーズ 
Express5800/iR110a-lH 


オプション 

本装置に取り付け6れるオプションの取り付け方法および注意事項について説明します。 

作業を始める前に（―160ページ） 

安全上の注意や取り扱いの際の注意事項について説明します。作業を始める前 
に必ず読んでください。 



取り付け/取り外しの準備 （—162 ページ） 

オプションデパイスの取り付け（または取り外し）の準備ができるまでの手順 
について説明します。 

取り付け/取り外しの手順 （—163 ページ） 

オプションデパイスの取り付け（または取り外し）手順について説明します。 

ケーブル接続 （—1 86ページ） 

本体内部のデパイスと PCI 力ードのケーブル接続を示します。 
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160 作業を始める前に 


作業を始める前に 


本体に取り付けられるオプションの取り付け方法および注意事項について記載しています。 


胃"〇 • オプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この 
P ヨ 場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響についてはその 

責任を負いかねますのでご了承ください。本装置について詳しく、専門 
的な知識を持つた保守サービス会社の保守員に取り付け/取り外しを行 
わせるようお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは NEC が指定する部品を使用してください。 
指定以外の部品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障 • 破損 
についての修理は有料となります。 


安全上の注意 


安全に正しくオプシヨンの取り付け/取り外しをするために次の注意事項を必ず守ってくださ 
い。 



AA 

A® 

(g)© 

€ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 
拳 リチウムバッテリを取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A 注意 



AA 

A\/k\ 

AQ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で搬送•設置をしない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 
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静電気対策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け/取り外しの際は静電 
気による製品の故障に十分注意してください。 

• U ストストラップ（アームパンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に筐体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

一静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

ーカーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行ろ場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行って<ださい。 

• 着衣 

ーウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

一静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

一取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外してください。 

• 部品の取り扱い 

一取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
一各部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

一部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 





162 取り付け/取り外しの準備 


取り付け/取り外しの準備 

部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。 

1. プラスドライバを用意する。 

2. 0 S のシャットダウン処理を行う。 

3. POWER スイッチを押して本装置の電源を OFF ( POWER ランプ消灯）にする。 

4. 本装置に接続しているすべてのケーブルおよび電源コードを取り外す。 
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取り付け/取り外しの手順 


内蔵部品（ハードディスウドライプ、 DIMM 、 PCI ボードなど）の取り付け/取り外しの作業は 
本装置をラックから引き出し、取り外した状態で行います。 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 戸:日:す章 

• ラックが不安定な状態でデノ（イスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 




1 . 162ページを参照して準備する。 

2. 本装置前面の左右にある□ック解 
除ポタンを押しながら本装置を 
ゆっくりと静かにラックから引き 
出す。 


3. 本装置をゆっくりと静かにラック 
から引き出し、しっかりと持って 
ラックから取り外す。 




• 装置を引き出した状態で、引き出した装置の上部から荷重をかけないで 
ください。装置が落下するおそれがあり、危険です。 

參複数名で装置の底面を支えながらゆっくりと引き出してください。 

• レノ （ 一やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 

• 取り外しの際は、左右のつまみを確認しながら、ゆっくりと取り外して 
<ださい。 
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トップカバー 


内蔵部品の取り付け/取り外しや内部のケープル接続を変更するときはトップカパーを取り外 
します。 

取り外し 


1 . 162ページを参照して準備する。 

2. 本体をラックから引き出して外す 
(36 ページ参照)。 

3. ネジ2本を外し、トップカバーを 
押しながら装置背面へスライドさ 
せる。 

4. トップカバーを持ち上げて本体か 
ら取り外す。 


取り付け 

トップカパーを取り付けるときは、トップカ 
パーのタブが本体 フレームに 確実に差し込 
まれるよう、まつすぐ本体の上に置いてくだ 
さい。 
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本装置は、 2.5 インチハードディスク搭載モデルと 3.5 インチハードディスクドライブ搭載モデ 
ルがあり、モデルによって取り付けられるディスクインタフェースとドライプのサイズ ■ 搭載 
数が以下のように異なります。また、搭載するスロットによってハードディスウドライプの 
ID (チヤネル番号または Port 番号)が固定で決められています。 


• 3.5 インチディスクモデル 

3.5 インチディスウモデルは、 3.5 インチサイズの SAT A ハードディスクドライプを2台まで搭 
載することができます。 

ハードディスクドライプはスロット0、ス□ット1の順に取り付けてください。 

胃-〇 • NEC で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでくださ 


し、。サードパーティのハードディスクドライブなどを取り付けると、 
八ードディスクドライブだけでなく本体が故障するおそれがあります。 

參 NEC で指定している八ードディスクドライブについては、 NEC の Web 
サイト 「 http :// www . nec . co _ jp / products / pcse 「 ver /」 でご確認く 
ださい。 









166 取り付け/取り外しの手順 


• 2.5 インチディスクモデル 

2.5 インチサイズの SAS ハードディスクドライブを4台まで搭載することができるハードディ 
スクペイがあります。 

ハードディスクドライプはスロット0、スロット1、スロット2、スロット3の順に取り付けて 
ください。 


"~〇 • NEC で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでくださ 

Bfai し、サードパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 

A - ドディスクドライブだけでなく本体が故障するおそれがあります。 

參 NEC で指定している八ードディスクドライブについては、 NEC の Web 

サイト 「 http :// www . nec . co . jp / products / pcserver /」 でご確認く 
ださい。 



スロット3 









オプション 167 


取り付け 

オプシヨンのハードディスクドライブを実装する場合は、次に示す手順でハードディスクドラ 
イブを取り付けます。その他のス□ットへの取り付けも同様の手順で行えます。 


胃-〇 參八ードディスクドライブに衝撃や振動を与えないように十分注意してく 
roa ださい。衝撃や振動を与えると故障の原因となります。 

• 八ードディスクドライブは静電気に大変弱い電子部品です。八ードディ 
スクドライブを取り扱う前に、リスト設置ストラップを手首に巻き付け 
るか、装置の金属フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてく 
ださい。 

• 八ードディスクドライブの端子や電子部品を素手で触ったりしないでく 
ださい。 


3.5 インチ八ードディスクドライブの取り付け 


3.5 インチディスウモデルの手順を次に示します。 

2.5 インチディスクモデルの場合は、「2.5インチハードディスクドライブの取り付け」 (168 
ページ）を参照してください。 


1. ドライブキヤリアを固定している 
ネジ2本を緩める。 




3. 八ードディスクドライブをドライ 
ブキャリアに取り付け、装置に添 
付されているネジで固定する。 

















168 取り付け/取り外しの手順 



使用するネジは装置に添付の 「HDD 固定用インチネジ」を使用します。 



4. 本装置にまっすぐ差し込み、ネジ 
2本で固定する。 


ネジ 

5. 本装置の電源を ON にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「 Boot 」 メニュー 
で起動順位の設定をする。 

ハー ドディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設定がク 
リアされるためです。 



2.5 インチハードディスクドライブの取り付け 


1. 八ードディスクドライブを取り付 
けるスロットを確認する。 

スロツトは4つあります。 



八ードディスクドライブのス□ット番号は下記となります。 


|ズロット ()■ スロット2 





□ □□□1 
□ □□□1 

1 1 I □口□□□□口 

□□□□□□□ 


jULniFi' 

I ~ 

^ I 

0 

1 ◎旨 

0 

[] 

1 1 





!スけット1 スロット3 


2. 八ードディスクドライブのロックを解除し、八ンドルを開いた状態にする。 











































































オプション 169 


3. 増設する八ードディスクドライブ 
と八ンドルをしっかりと持ってス 
ロットへ挿入する。 



4. 八ンドルをゆっくりと閉じる。 


ハードディスクドライブのレパー 
下にあるフックがフレームに引つ 
掛かるようにしてください。 



5. 他のス□ットに取り付ける場合 
は、ダトレーの取っ手を持 
ち、ダミートレーを取り外す。 


6. ス□ット1の時と同様に、手順 
2〜5を実施し、八ードディスク 
ドライブを取り付ける。 



两-〇 取り外したダミートレーは大切に保管しておいてください。 

ran 


取り外し 

ハードディスクドライブの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。 


"~〇 レバーやレールで指を挟まないように十分注意してください。 
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DIMM 


DIMM(Dual Inline Memory Module ) は、本装置のマザーボード上の DIMM ソケットに取り付け 
ます。マザーボード上には DIMM を取り付けるソケットが4個あります。 


メモリは最大1 6 GB (4 GBX 4 枚)まで増設できます。 


胃"〇 參 DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
Bfai に触れて身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。ま 

た、ポードの端子部分や部品を素手で触ったり、ポードを直接机の上に 
置いたりしないでください。静電気に関する説明は161ページで詳しく 
説明しています。 

• 指定以外の DIMM を使用しないでください。サードパーティの DIMM な 
どを取り付けると、 DIMM だけでなくマザーポードが故障するおそれが 
あります。また、これらの製品が原因となった故障や破損についての修 
理は保証期間中でも有料となります。 


また、本装置では同一容量のメモリを2枚実装時に Dual Charnel メモリモードおよび Chipkill 
(チップキル） ECC メモリモードが有効になります。 

Dual Charnel メモリモードで動作させるとメモリのデータ転送速度が2倍 （6.4 GB / S ) となり 
ます。 

Chipkill ECC メモリを利用すると複数ビットのメモリ障害を自動的に修正します。 


DIMM の増設順序 

DIMM は、1枚単位で DIMM スロット1、2、3、4の順に増設します。 


前面側 


背面側 


DIMM1 

DIMM2 



DIMM3 

DIMM4 


マザーボード 
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DIMM は 、 Dual Channel メモリモードを使用する場合と使用しない場合で増設順序や増設単位 
が異なります。 

• Dual Channel メモリモードを使用しない場合 

増設単位および増設順序に制限はありません。 

• Dual Channel メモリモードを使用する場合 

次の条件を守ってください。 

一2枚単位で取り付けてください。 

- 取り付ける2枚のメモリは同じ容量で同じ仕様のものを使ってください。 

- 取り付けるスロットはスロット1と2、または3と4を一組としてください（使用す 
る組に順序はありません)。 

次に搭載例を示します。 


搭載例 

Dual Channel 

メモリモード 

ス□ット1 

スロット2 

スロット3 

ス□ット4 

例1 

動作する 

1 G 巳 

DIMM (標準） 

1 GB 

DIMM 

(未搭載） 

(未搭載） 

例2 

動作する 

1 G 巳 

DIMM (標準） 

1 GB 

DIMM 

2 G 巳 DIMM 

2 GB DIMM 

例3 

動作しない 

1 G 巳 

DIMM (標準） 

1 GB 

DIMM 

2 G 巳 DIMM 

(未搭載） 

例4 

動作しない 

1 G 巳 

DIMM (標準） 

(未搭載） 

2 G 巳 DIMM 

2 GB DIMM 
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取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


本装置では、ロープ□ファイル （ DIMM ポードの高さが 30 mm (1.2 インチ) 
Bfe 以下）タイプの DIMM のみをサボートしています。それ以外（それ以上高い) 
DIMM はサボートしていません。 


2 . 

3. 

4. 


162ページを参照して準備をする。 

本体をラックから引き出す （36 ページ参照)。 

トップカバーを取り外す（164ページ参照)。 

DIMM をソケットにまっすぐ押し 
込む。 



^ • DIMM の向きに注意してください。 DIMM の端子側には誤挿入を防止す 

民ェック I るための切り欠きがあります。 

• ソケットに押し込むときは過度の力を加えないでください。ソケットや 

端子部分を破損するおそれがあります。 


DIMM が DIMM ソヶットに差し込まれるとレバーが自動的に閉じます。 

5. 手順1〜3で取り外した部品を取り付ける。 

6. POST の画面でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

7. SETUP を起動して [ Advanced ]— [Memory Configuration ] メニューで 
[Installed memory ] 容量が本装置に実装しているメモリ容量相当になっているこ 
とを確認する。 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 


^ 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST で表示されるエラーメッセージを確 
f エック| 認して、取り付けている DIMM ソケットを確認してください。 


1. 162ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （36 ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外す （164 ページ参照)。 


4. 取り外す DIMM のソケットの両側 
にあるレバーを左右にひろげる。 

ロックが解除され DIMM を取り外 
せます。 



5. 手順3で取り外した部品を取り付ける。 

6. 本装置の電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確 
認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービス会 
社に連絡してください。 

7. SETUP を起動して [ Advanced ] — [Memory Configuration ] メニューで 
[Installed memory ] 容量が本装置に実装しているメモリ容量相当になっているこ 
とを確認する。 
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PC ■ポー 


本装置には、オプションの PCI ボード（□—プ□ファイルタイプ）1枚を取り付けることがで 
きます（ただし、オプションの N 8116-20 PCI ライザカード ( PCIExpress ( x 8)) が必要です)。 


參 本装置にオプションの PCI ポードを取り付ける場合は、オプションの 

PCI ライザカード （ PC 旧 xp 「 ess ( x 8)) が必要です。 PCI ポードをご購 
入の際は、 PCI ライザカード （ PC 旧 xp 「 ess ( x 8)) も一緒にご購入くだ 
さい。オプションの PCI ライザカード ( PCIExpress ( x 8)) がないと 
PCI ポードを取り付けることができません。 

• PCI ポードおよびオプションの PCI ライザカード ( PCIExpress ( x 8)) 
は大変静電気に弱い電子部品です。サーバの金属フレーム部分などに触 
れて身体の静電気を逃がしてからこれらの部品を取り扱ってください。 
また、 PCI ポードおよびオプションの PCI ライザカード 

( PC 旧 xpress ( x 8)) の端子部分や部品を素手で触ったり、これらの部 
品を直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明は 
161ページで詳しく説明しています。 

• 取り付けることができる PCI ポードの組み合わせには制限事項がありま 
す。詳細はお買い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わ 
せください。 

• □—プ□ファイルタイプの PCI ポードを取り付けてください。□—プロ 
ファイルタイプ以外の PCI ポードは取り付けることができません。 


4^ PCI ボードによっては、オンボード上の拡張 RQM を利用するものもあります。 
ボードに添付の説明書を参照し、拡張 ROM の展開が必要であるがどうかを確 
認してください。設定は、 BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 を使 
います。詳しくは、60ページを参照してください。 


前面図 背面図 



(□— プ□ファイル専用) 
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注意事項 

取り付けや取り外しの際には次の点について注意してください。 

• PCI ボードおよび PCI ライザカード ( PCIExpress ( x 8)) の端子部や電子部品のリード線 
には直接手を触れないよろ注意してください。手の油や汚れが付着し、接続不良を起こ 
したり、リード線の破損による誤動作の原因となります。 

• 本装置に取り付けることができる PCI ボードには制限があります。ポードの仕様を確認 
してから取り付けてください。 

• 起動しない LAN デパイスのオプション ROM は BIOS セットアップユーティリティで 
「 Disabled 」 に設定してください。 

• LAN デパイスを増設した場合、 LAN ポートに接続したコネクタを抜くときは、コネクタ 
のツメが手では押しにくくなっているため、マイナスドライパなどを使用してツメを押 
して抜いてください。その際に、マイナスドライパなどが LAN ポートやその他のポート 
を破損しないよう十分に注意してください。 

• 起動可能な LAN 力ードを増設すると、起動の優先順位が変更されることがあります。増 
設後に BIOS セットアップユーティリティの 「 Boot 」 で設定し直してください。 

• 本装置がサボートしているボードと搭載可能なス□ットは次の表のとおりです。 





ス □ ツト（バス A) 





PCIe#l ^ 


型名 

製品名 

PCI ス□ット性能 

x 8 レーン 

備考 

スロツトサイズ 

し owProfile 



PCI ポードタイプ 

x 8 ソケツト 




搭載可能なポードサイズ ' ^ 

MD2 


N 8 103- 109 

RAID コント□—ラ 
(128MB, RAID 0/ 1/5/6) 

〇 * 1 


N 8 103- 116* 3 

RAID コント□—ラ 
(128M 巳、 RAID0/1) 

〇 ” 


N 8 103- 117* 3 

RAID コント □— ラ 
(128MB、RAID 0/ 1/5/6) 

〇 ” 


N 8190 -127 

Fibre Channel コントローラ 
(4Gbps/Optical) 

〇 ” 


N 8190 -131 

Fibre Channel コントローラ 
(2ch) (4Gbps/0ptical) 

〇 ” 


N 8104 -126 

1000 BASE-T 接続ボード 

〇 ” 


N 8 104- 122 

1000 BASE-T 接続ボード (2 ch ) 

〇 ” 


N 8 104- 125 

1000 BASE-T 接続ボード (4 ch ) 

〇 ” 



〇搭載可能-搭載不可 


*1 PCI スロットを使用するためには、オプションのライザカード ( PCIExpress ) 
( N 81 16-20) を装着する必要があります。 

*2 搭載可能な PCI ポードの奧行きサイズ 

□—プロファイルタイプで、奧行き167.6 mm まで （ MD 2)、 幅64.4 mm までです。 
*3 2.5 インチ SAS 八ードディスクドライプを搭載するためには， RAID コントローラ 
( N 8 103- 109, N 8103 -116/117) を搭載してください。 





















176 取り付け/取り外しの手順 


取り付け 

次の手順に従って PCI ライザカードに PCI ボードを取り付けます。 


W-O PCI ポードを取り付けるためにはオプションの PCI ライザカード 
PC 旧 xpress ( x 8) が必要です。 


^ • オプションの PCI ライザカード ( PCIExpress ( x 8)) がサポートするポー 

ドタイプ（ロープロファイル）と取り付ける PCI ボードのタイプを確認 
してください。 

• PCI ボードを取り付けるときは、ポードの接続部の形状とオプションの 
PCI ライザカード ( PCIExpress ( x 8)) にあるコネクタの形状が合ってい 
ることを確認してください。 


1 . 

2 . 

3. 

4. 


取り付けの準備をする （162 ページ参照)。 

本体をラックから引き出し、取り外す （163 ページ参照)。 

トップカバーを取り外す （ 164ベージ参照)。 

ライザカードブラケットを取り外 
す。 



5. オプションの PCI ライザカード 
( N 81 16-20) からネジ1本を外 
し、ブランクパネルを取り外す。 




取り外したブランクパネルは、大切に保管しておいてください。 
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6. PCI ライザカードに PCI ポードを取り付け、 
手順6で外したネジで固定する。 

PCI ライザカード ( PCIExpress ( x 8)) のス 
ロット部分と PCI ボードの端子部分を合わせ 
て、確実に差し込みます。 



BI 


• PCI ライザカード ( PCIExpress ( x 8)) や PCI ポードの端子部分には触 

れないでください。汚れや油が付いた状態で取り付けると誤動作の原因 
となります。 

參 うまく PCI ポードを取り付けられないときは、 PCI ポードをいったん取 

り外してから取り付け直してください。 PCI ポードに過度の力を加える 
と PCI ポードや PCI ライザカード （ PC 旧 xp 「 ess ( x 8)) を破損するおそ 
れがありますので注意してください。 


^ PCI ポードのプラケ 'ソ トの端が、 PCI ライザカード ( PCIExpress ( x 8)) のフレー 

|? X 7^1 ム穴に差し込まれていることを確認してください。 


7. ケーブルを接続する。 

「ケープル接続」 （186 ページ）を参照して、内蔵 SAS ケープルを接続します。 


PCi ポードの取り付けは購入したモデルによって手順が異なります。 

必ず「ケーブル接続」 （186 ベージ）を参照して確認してから次の手順に進ん 
で < ださい。 


8. PCI ライザカードをマザーポード 
のス□ットに接続する。 

PCI ライザカード (PCIExpress 
( x 8)) の端子部分とマザーボード 
上のス□ット部分を合わせて、確 
実に差し込みます。 

PCI ライザーカードの突起がマ 
ザーポードの穴にはまっているこ 
とを確認してください。 



9. 取り外した部品を取り付ける。 
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10. 本装置の電源を ONI にして POST の画面でポードに関するエラーメッセージが表示 
されていないことを確認する。 

11. 取り付けたボードに搭載されている巳 I 0 S コンフイグレーシヨンユーテイリティを 
起動してボードのセットアップをする。 

ユーティリティの有無や起動方法、操作方法はボードによって異なります。詳しく 
はボードに添付の説明書を参照して<ださい。また、起動可能なデパイスが接続さ 
れた PCI ボードを増設した場合、ブート優先順位がデフォルトに変更されます 。 BIOS 
セットアップユーティリティの 「 Boot 」 を設定し直してください （87 ぺージ参照)。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。また、取り外し後に BIOS セッ 
トアップユーティリティの 「 Boot 」 で起動優先順位を設定し直してください （87 ページ参照)。 
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内蔵の八ードディスクドライブを RAID システムにする場合 

本体前面にあるハードディスクドライブペイに搭載したハードディスクドライブを RAID シス 
テムで利用したい場合の方法について説明します。 


HI 


參 RAI □システム構成に変更する場合や、 RAID レベルを変更する場合は、 
八ードディスクドライブを初期化します。 RAID システムとして使用す 
る八ードディスクドライブに大切なデータがある場合は、パックアップ 
を別のハードディスクドライブにとってからポードの取り付けや RA 旧 
システムの構築を行ってください。 

參論理ドライブは、1台の物理デバイスでも作成できます。 

• RAI □システムでは、ディスクアレイごとに同じ容量、性能(ディスク回 
転数など)の八ードディスクドライブを使用してください。 



• 使用できる RAID レベルやハードディスクドライブなど、それぞれの 
RAID コン ト ロー ラの特徴を理解し、目的にあった RAID コントロー ラを 
使用してください。 

• RAIDO 以外の論理ドライブは、ディスクの信頼性が向上するかわりに論 
理ドライブを構成するハードディスクドライブの総容量に比べ、実際に 
使用できる容量が小さくなります。 


RAID システムの構築には、オンボードの RAID コント ローラ (LSI Embedded MegaRAID lM ) 
の機能を利用する方法の他にオプションの RAID コント ローラ （ N 8103-109、 N 8103 -116/ 
117) を利用する方法があります。 
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オンポードの RA 旧コントローラ (LSI Embedded MegaRAID ™') を利用する場合 

マザーポード上にある RAID コンフィグレーシヨンジャンパの設定を変更すると、内蔵ハード 
ディスクドライブを RAID システムのハードディスクドライブとして認識させることができま 
す。 


マザーポードのジャンパ設定 

ジャンパの位置と設定は 「 RAID 構成時のジャンパ設定」 （10 ページ）を参照してください。 

ジャンパの設定を変更したら 、 BIOS SETUP ユーティリティで内蔵ハードディスウドライブ 
を RAID システムのハードディスクドライブとして認識させます。 

「 Advanced 」 メニューの — 「Peripheral Configuration」—「SATA Controller Mode Option 」 
を 「 Enhanced 」 に設定し 、 rAdvancedJ メニューの - >「Peripheral Configuration」—「SATA 
RAID 」 を 「 Enabled 」 に設定してください（出荷時の設定では 「SATA Controller Mode Option 」 
は 「 Enhanced 」 に 、 「SATA RAID 」 は 「 Enabled 」 に設定されていますので正しく設定され 
ていることを確認してください)。 

詳しくは「システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ」 （60 ページ）を参照してください。 


設定を変更した6 、 LSI Software RAID Configuration Utility で RAD システムを構築します。 
詳しくは、 「 RAID システムのコンフィグレーション」 （94 ページ）を参照してください。 



添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD が提供する「シームレスセットアップ」を 
使うと自動で RAID システムを構築します。 
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オプションの RAID コント□ーラ （ N 8103-109、 N 81 03-1 16/11 7) を利用する場合 

オプションの RAID コント ローラ （ N 8103-109、 N 8103 -1 16/1 17) を取り付けた本装置で、 
内蔵のハードディスクドライプを RAID システム構成にする場合は、マザーボード上のハード 
ディスクドライブインタフェースケープルの接続先を変更します。 

詳細な説明は、「ケープル接続」 （186 ページ）を参照してください。 


wrO オプションの ra 旧コント□ーラは大変静電気に弱い電子部品です。サーバの 
Bfai 金属フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてから RA 旧コント□一 
ラを取り扱ってください。また、 RA 旧コントローラの端子部分や部品を素手 
で触ったり、 RAID コントローラを直接机の上に置いたりしないでくださし V 
静電気に関する説明は161ページで詳しく説明しています。 


^ オプションの RAID コントローラを取り付ける場合は、 BIOS SETUP ユーティ 
g エック I リテイの 「 Advanced 」 メニユーの 「PCI Configuration 」一 「PCISlot xxR 0 M(xx 
は PCI ス□ット番号)」のパラメータが 「 Enabled 」 になっていることを確認し 
てください。 


取り付け 


RAID コント□—ラの取り付けは PCI ボードの取り付けを参照してください。 


RAID コントローラを接続する場合、 BIOS の SETUP ユーティリティの Boot 
メニューにおける優先順位を8番目以内に設定してください。設定が9番目以 
降となつている場合、 RAI □コント□—ラのコンフイグレーシヨンメニューを 
起動することができません。 


取り外し 

オプションの RAID コント □— ラ （ N 8103-109、 N 8103-1 16/1 17) の取り外しは、取り付 
けの逆の手順を行ってください。 

また、ボードを取り外したまま運用する場合は、 PCI ライザーカードに取り付けられていた 
プランクパネルを必ず取り付けてください。プランクパネルはネジで固定してください。 
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RAID システム構築時の注意事項 


RAID システムを構築するときは、次の点について注意してください。 

• 同じ容量、同じ回転速度の SAS / SATA ハードディスクドライプどちらかを、構築した 
い RAID レベルの最小必要台数以上を搭載していること （ RAID の構成によってディスク 
の最ノ j 〈必要台数は異なります)。 

• 論理ドライブは、 2.5 インチディスクモデルでは RAID 0,1,5、 3.5 インチディスクモデ 
ルでは RAID 0,1を選択、設定します。 

内蔵のハードディスクドライブにシステムをインストールする場合は、「シームレスセット 
アップ」を使用して、 RAID の構成から OS のインストール、セットアップまでをすることをお 
勧めします。 

システムをインストールしない場合も、シームレスセットアップの「オペレーティングシステ 
ムの選択」で[その他]を選択すると、 RAID システムの構成から保守ユーティリティのイン 
ストールまでを自動でインストーラがセットアップします。 

マニュアルでセットアップする場合は、ボード上のチップに搭載されている RAID コンフィグ 
レーションユーティリティを使用します。ユーティリティは本装置の電源を ON にした直後に 
起動する POST の途中で起動することができます。データ転送速度や RAID 、 論理ドライプの 
構成についての詳細な説明は、 「 RAID システムのコンフィグレーション」 （94 ページ）や、 
オプションの RAID コント□—ラ ( N 8103 -109, N 8 103-1 16/1 17) に添付の説明書を参照して 
ください。 


胃-〇 N 8103 -109, N 8103 -1 16/117実装時には、休止状態、スタンパイへの移 
行は行わないでください。 


バッテリの取り付け 

RAID コント ローラ （ N 8103 -116/117) を実装する場合、オプションのパッテリ（ N 8103- 
121) を取り付けてください。 


取り付け 

1. 取り外しの準備をする （162 ページ参照)。 

2. 本体をラックから引き出し、取り外す （163 ページ参照)。 

3. トップカバーを取り外す （164 ページ参照)。 
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4. 本体に添付のバッテリ固定プレート 
を、バッテリに添付のネジ3本で取 
り付ける 



wrO パッテリに添付のバッテリ固定プレートは使用しません。 



6. バッテリを装置に添付のネジ3本で 
本体に取り付ける。 
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7. RAID コン ト □— ラを本体から取り 
出し、バッテリに添付のバッテリ接 
続ポードをネジ1本で取り付ける。 

RAID コント□—ラを取り出す時は、 
176ページを参照してください。 


8. パッテリ接続ケーブルをバッテリ接 
続ポードに接続する。 


9. PCI ライザ カー ドをマ ザーボー ■ド 
のス□ットに接続する。 

PCI ライザカード (PCIExpress 
(x8)) の端子部分とマザーボード 
上のス□ット部分を合わせて、確 
実に差し込みます。 

PCI ライザーカードの突起がマ 
ザーボードの穴にはまっているこ 
とを確認してください。 


パッテリ接続ボード 



取り付ける際の内蔵 SAS ケーブルのフォーミングを以下のようにしてくださ 
ぃ。 

また、ケーブルがはさまつていないか確認してください。 



10. 取り外した部品を取り付ける。 
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取り外し 

パッテリは「取り付け」の逆の手順で取り外すことができます。 




186 ケープル接続 


ケーブル接続 

本体内部のデパイスと pci ボードのケープル接続を示します。 


内蔵 SAS ケープル 


内蔵 SAS ケープルの接続について説明します。 




モデルによって、接続する内蔵 SAS ケーブルが異なります。 
一 3.5 インチディスクモデル： 

K 4 1 0- 187 (00) 内蔵 S AS ケーブルが必要 
— 2.5 インチディスクモデル： 

K 410 -188(00) 内蔵 SAS ケーブルが必要 


N 8 103-1 16/117 RAID コント□ーラとの接続 

N 8103 -1 16/117 RAID コント□—ラを実装する場合、モデルの違いでケープルの接続手順が 
異なります。 


3.5 インチディスクモデル 

3.5 インチディスクモデルの場合、以下の手順でケーブルを接続してください。 

1 . 176ページを参照して PCI ライザーカードに RAID コントローラを取り付ける。 
167ページを参照して八ードディスクドライブベイを取り外す。 


2 . 

3. 


本体の SATA ケーブルの電源コネク 
夕 （2 つ）を外す。 


電源コネクタ 
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5. SATA ケーブルのコネクタを固定し 
ているネジ4本を取り外す。 


6. SAS ケーブルの SATA コネクタを 
手順5で取り外したネジ4本で固定 
する。 

コネクタ付近に貼られているラペル 
の番号と、刻印されている番号を合 
わせて取り付けてください。 


K 410 -187(00) 




胃-〇 コネクタを取り付ける際は、片方の突起にコネクタを当てて少し押しつけるよ 
Btoi うにして、もう片方を押し込んでください。 
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9. RAID コン ト□ーラに SAS ケーブルを接続する 






取り付ける際のケーブルのフォーミングは以下のようにしてください。 
また、ケーブルがはさまつていないか確認してください。 



以上でケーブル接続は完了です。 

PCI ボードの取り付けの手順 8(177 ページ)に戻り、 RAID コント□—ラを取り付けてください。 
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2_5インチディスクモデル 

2.5 インチディスクモデルの場合、以下の手順でケープルを接続してください。 

1. 176ページを参照して PCI ライザーカードに RAID コント□ーラを取り付ける。 
2. 八ードディスクドライブベイに SAS ケーブルを接続する。 



3. RAID コント□ーラに SAS ケーブルを接続する 



RAID コント□—ラ 
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取り付ける際のケーブルのフォーミングは以下のようにしてください。 
また、ケーブルがはさまつていないか確認してください。 



以上でケーブル接続は完了です。 

PCI ボードの取り付けの手順 8(177 ページ)に戻り、 RAID コント□—ラを取り付けてください。 














































オプション 191 


N 8103 -109 RAID コント□ーラとの接続 

N 8103-109 RAID コント□—ラを実装する場合、モデルの違いでケープルの接続手順が異な 
ります。 


3.5 インチディスクモデル 

3.5 インチディスクモデルの場合、以下の手順でケーブルを接続してください。 

1 . 176ページを参照して PCI ライザーカードに RAID コントローラを取り付ける。 
167ページを参照してハードディスクドライブベイを取り外す。 


2 . 

3. 


本体の SATA ケーブルの電源コネク 
夕 （2 つ）を外す。 


電源コネクタ 
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6. SAS ケーブルの SATA コネクタを 
手順5で取り外したネジ4本で固定 
する。 

コネクタ付近に貼られているラベル 
の番号と、刻印されている番号を合 
わせて取り付けてください。 



胃-〇 コネクタを取り付ける際は、片方の突起にコネクタを当てて少し押しつけるよ 
うにして、もう片方を押し込んでください。 


7. 手順3で外したコネクタを接続す 
る 0 


8. SAS ケーブルをマザーポードに接 
続する。 
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取り付ける際のケーブルのフォーミングは以下のようにしてください。 
また、ケーブルがはさまつていないか確認してください。 


9. RAID コント□ーラに SAS ケーフルを接続する 


K 410-187(00) 
内蔵 SAS ケープル 






以上でケーブル接続は完了です。 

PCI ボードの取り付けの手順8 (177ページ）に戻り、 RAID コントローラを取り付けてくださし V 
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2.5 インチディスクモデル 

2.5 インチディスクモデルの場合、以下の手順でケーブルを接続してください。 

1. 176ページを参照して PCI ライザーカードに RAID コントローラを取り付ける。 
2. 八ードディスクドライブベイに SAS ケーブルを接続する。 



3. RAID コント□ー ラに SAS ケーブルを接続する 


K 410-188(00) 
内蔵 SAS ケープル 



RAID コント□—ラ 
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取り付ける際のケーブルのフォーミングは以下のようにしてください。 
また、ケーブルがはさまつていないか確認してください。 



以上でケーブル接続は完了です。 

PCI ボードの取り付けの手順8 (177ページ）に戻り、 RAID コント□ーラを取り付けてくださし、 
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